
カーボンニュートラル福井コンソーシアム
「オープンフォーラム」分科会
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令和７年８月６日
一般社団法人 ふくいエネルギーマネジメント協会

脱炭素の第一歩！
省エネ実践セミナー

【第1部】工場・事業所の省エネ対策と進め方
【第2部】省エネ対策の支援制度



【第1部】工場・事業所の省エネ対策と進め方
１．脱炭素５つのステップ＋省エネ６つの視点
２．省エネ診断のすすめ
３．福井県省エネガイドラインの紹介
４．省エネ診断と取組み事例（設備毎）

【第2部】省エネ対策の支援制度
５．補助金を活用した設備更新
６．福井県の支援施策
７．まとめ 省エネ実践～みんなで取組みを～

本日の内容
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ふくいエネルギーマネジメント協会って？

平成29年3月設立（約８年）
省エネ・脱炭素経営を中心に、県内企業の支援
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一般社団法人ふくいエネルギーマネジメント協会
〒910-0005 福井県福井市大手3丁目1番13号

TEL 0776-50-2808 FAX 0776-31-2900
support@fema-fukuene.com http://fema.jp/

ふくエネの支援メニュー
～それぞれのSTEPでの支援～

省エネ相談
（福井県受託事業）

セミナー・情報発信
（経産省補助事業・福井県受託事業）

補助金相談・支援

省エネ診断・支援
（経産省補助事業）

省エネ診断148事業所（平29～令６）

スマート省エネ事業
（福井県受託事業）

エネオク（電力切替）

再生可能エネルギー（太陽光自家消費）

地域の課題は ふくエネは地域の
地域で解決 省エネを支援します
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実施体制
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第一歩は省エネ

STEP２ STEP３ STEP４ STEP５

環境価値

環境価値の購入省エネの実施 電力切替
RE100電力の調達

太陽光発電の導入
自家消費

太陽光発電新電力省エネ

CO2
CO2

CO2 CO2

STEP１

CO2

エネルギー使用の現状把握
CO2排出量の把握

省エネ診断

脱炭素経営の５つのステップ

１．脱炭素５つのステップ
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STEP１
エネルギー使用の現状把握

CO2排出量の把握

省エネ診断・支援

省エネ診断

まずは現状把握

省エネ診断
省エネ支援

CO2算定

・エネルギー管理、見える化（円＋量）
・どこでどれだけ使っているか、
何に一番エネルギーを食っているか
・電力料金の仕組み、基本料金を知る
（高圧と低圧）
・量を減らすのも大事だが、
ピークを小さくするのも大事（平準化・ピークカット）

（福井県）

１．脱炭素５つのステップ
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STEP２

省エネの実施

省エネ

そして減らす

・できていること、できていないこと（チェックリストの活用）
・対策の優先順位を考える
・まずは、お金のかからない運用改善から（もったいないと思うこと）
・そして、エネルギー多消費の設備で何かできないか
・設備更新は費用もかかるが効果も大きい（補助金の活用）

「工場及びビルの省エネチェックリスト」
（省エネルギーセンター）
ht t p s : / /www. e c c j . o r . j p /wha t
snew j /2022s p r / che ck l i s t . p d f

省エネ診断・支援

省エネ診断
省エネ支援

１．脱炭素５つのステップ
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STEP３
電力切替

RE100電力の調達

新電力

①再エネ由来電力にする
②安い電力を調達する
・①CO2フリープランなどプレミア電力を買う
さまざまな電力事業者が再エネ由来電力を提供

・②新電力に切替えて浮いたお金を設備投資（太陽光）に回す

１．脱炭素５つのステップ
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STEP４
太陽光発電の導入

自家消費

太陽光発電

太陽光を導入して、
更に減らす

・初期投資なしのＰＰＡモデル（屋根貸し）
・全量売電（FIT・FIP）から自家消費へ
・蓄電池のセット導入
・補助金の活用

１．脱炭素５つのステップ
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STEP５

環境価値

環境価値の購入

省エネは売れます

残った燃料分などは
環境価値で相殺

・どうしても削減できないCO2は排出権取引を活用
・県内でも森林のCO2吸収や田んぼの中干しなどでCO2排出権を売る動き
・省エネした分は売ることができるが、手数料もかかる

カーボンクレジットの業務提携

１．脱炭素５つのステップ
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省エネの６つの視点

トメル

カエル

ヒロウ

ヤメル

サゲル

不要な機器の運転をヤ
メル

待機時間等の余計な運
転をトメル

余計なエネルギーが発
生しているものをナオス

必要な最小のエネルギー
量・温度等までサゲル

省エネに向けて空調・ボ
イラーをカエル

廃熱・廃液・切りくず等を
更なる活用に向けてヒロウ

ナオス

１．省エネ６つの視点
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（空白ページ）
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補助事業による省エネ診断 ①経産省 省エネ診断

２．省エネ診断のすすめ
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補助事業による省エネ診断 ②省エネルギーセンター

２．省エネ診断のすすめ
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ふくいエネルギーマネジメント協会は「省エネお助け隊」

まずはご相談ください
省エネ診断の流れや、補助金
導入に向けた流れを訪問して説
明させていただきます
省エネ補助金加点要素

経産省「省エネお助け隊」
省エネ診断⇒伴走支援（取組み支援）
補助率9/10（事業者負担0.6～4.8万円）

■実績
平29～令２年度 53事業所
令和3年度 14事業所
令和4年度 38事業所
令和5年度 30事業所
令和6年度 12事業所

２．省エネ診断のすすめ



16・詳しくはお問い合わせください

２．省エネ診断のすすめ
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省エネ診断に必要な書類など
内容資 料

年間休日日数、操業時間がわ
かるもの・企業案内

・事業所の作業フロー、工程フ
ローがわかるもの

契約種別、契約電力、契約単
価の確認します・直近の電力会社の請求書

検針票や請求書、納品書
北陸電力見えーるサービスのデータ
（令和5.4月分～直近）
関西電力電気使用量お知らせサービス
（令和5.4月分～直近）

・直近1年程度のエネルギー（電
気・ガス・灯油・重油）の使用
量がわかるもの

見取図、レイアウト図など事業所
全体が分かるもの
（現地調査で使用します）

・建物平面図・見取図

主要設備の内容とレイアウトがわ
かるもの・設備配置図

主要設備・設備一覧

内容資 料

建築時の設計図に含まれています
または
受変電設備定期点検記録に含ま
れています

・電気設備の単線結線図

・空調系統図

電気保安協会など・受変電設備（キュービクル）の
最新の定期点検記録

空調・ボイラ・コンプレッサなど・各種設備の最新の定期点検
記録

日報、月報など・主要設備の運転管理記録

実施している場合、点検個所や
内容がわかるもの

・省エネパトロール等の自社取組
み状況

・夏季・中間季・冬季
・夏季、中間期（非空調期）、

冬季の代表的な一日24時間
の電力使用量推移がわかるも
の

赤字：必須
現地調査に先立ち専門家が事業所の状況を把握してから伺います

２．省エネ診断のすすめ
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メーカーの省エネ診断
株式会社三栄商会（福井市）コンプレッサの省エネ診断

コベルコ・コンプレッサ株式会社 コンプレッサの省エネ診断

三浦工業株式会社 ボイラ省エネ診断

ダイキン工業株式会社 空調の省エネ診断

株式会社日立産機システム コンプレッサの省エネ診断

２．省エネ診断のすすめ
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エネルギーの
「見える化」

“もったいない”
の抽出

省エネへの
気づき

運用改善や
補助金活用の
アドバイス

「省エネ診断報告書」による改善提案
２．省エネ診断のすすめ
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“もったいない”
の抽出

省エネへの
気づき

・専門家目線による改善提案
→ちょっとした工夫で改善を
→初期設定のまま使われている

・何から取組むと効果的か
→省エネ対策の優先順位が明確に
→計画的な設備更新計画

・省エネ診断後に自らの取組みを
→省エネ６つの視点
→費用をかけない運用改善
→エネルギー管理

下の写真は全て、「逃げています・ ・ ・ 」

（例）換気扇

（例）自動ドア （例）ボイラーヘッダー

（例）暖房便座

２．省エネ診断のすすめ
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エネルギーの
「見える化」

・設備毎の消費電力の把握（IT診断）
→消費電力の大きな設備の省エネ対策が有効
→同時にONにするとデマンドが上がる
→具体的数値での目標設定

・エネルギー管理方法のアドバイス
→何を・どこを「見える化」するといいか
→自分たちでできる簡易なエネルギー管理
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電力使用量（kWh）

伊勢崎寿 行田南 千葉浜野

（例）デフロスト運転の設定状況

（例）建築年代別電力使用量（スーパー）

0

50

100

150

200

7
3
0

8
0
0

8
3
0

9
0
0

9
3
0

1
0
0
0

1
0
3
0

1
1
0
0

1
1
3
0

1
2
0
0

1
2
3
0

1
3
0
0

1
3
3
0

1
4
0
0

1
4
3
0

1
5
0
0

1
5
3
0

1
6
0
0

1
6
3
0

1
7
0
0

デマンド発生の時間帯（回）

伊勢崎 行田南 千葉浜野

（例）建築年代別電力ピーク時間（スーパー）

２．省エネ診断のすすめ
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運用改善や
補助金活用の
アドバイス

・設備更新予定があるなら省エネ診断を活用
→省エネ率・量の見込みを把握 →補助金申請可・不可、可能性
→省エネ診断は経産省補助金の加点要素

・脱炭素経営に向けての第一歩
→省エネでコストカット・経営力強化
→企業の差別化、取引先へのＰＲ（取引先、人材から選ばれる会社へ）
→アドバイザー・相談先として活用（特に補助金相談、新たなネットワーク）
※お助け隊の「伴走支援」や県「省エネアドバイザー派遣」を利用

２．省エネ診断のすすめ



３．福井県省エネガイドラインの紹介
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福井県中小企業スマート省エネ促進事業

「省エネガイドライン」 染色・撚糸介護施設ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製
品製造業織物業

旅館・
ホテル機械製造ｽｰﾊﾟｰ

ﾏｰｹｯﾄ建設鉄工

保育園
こども園
幼稚園

眼鏡製造菓子製造ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ

ﾌｨｯﾄﾈｽｸﾗﾌﾞ
ｽｲﾐﾝｸﾞｽｸｰﾙ伝統産業

業種別の省エネガイドライン

お金をかけない取組み（運用改善）を中心に掲載
事例では具体的な削減金額、投資回収年数を

福井県 エネルギー課 省エネ で検索



３．福井県省エネガイドラインの紹介
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設備ごとの省エネ対策（例：伝統産業 目次 p6～7）



４．省エネ診断と取組み事例（照明）
照度の適正化（事務所）
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出展：JIS Z9110 : 2010

Ēm（lx）領域，作業，又は活動の種類
750設計、製図

作業
500キーボード操作，計算

750設計室，製図室

執務空間

750事務室

750役員室

500診察室

500印刷室

500電子計算機室

500調理室

500集中監視室，制御室

500守衛室

300受付

Ēm（lx）領域，作業，又は活動の種類
500会議室，集会室

共用空間

500応接室

300宿直室

300食堂

200喫茶室，オフィスラウンジ，湯沸室

100休憩室

200書庫

100倉庫

200更衣室

300化粧室

200便所，洗面所

200電気室，機械室，電気・機械室など
の配電盤及び計器盤

150階段

50屋内非常階段

100廊下，エレベータ

300エレベータホール

750玄関ホール(昼間）

100玄関ホール（夜間），玄関（車寄
せ）

・照度が過剰な事務所が多いように感じます



４．省エネ診断と取組み事例（照明）
照度の適正化（工場）
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出展：JIS Z9110 : 2010

Ēm（lx）領域，作業，又は活動の種類

1500精密機械，電子部品の製造，印刷工場での極めて細かい視作業，例えば，組立a，検査a，試験a，選別a

作業

750繊維工場での選別，検査，印刷工場での植字，校正，化学工場での分析などの細かい視作業，例えば，組立

500一般の製造工場などでの普通の視作業，例えば，組立c，検査c，試験c，選別c，包装a
200粗な視作業で限定された作業，例えば，包装b，荷造a
100ごく粗な視作業で限定された作業，例えば，包装c，荷造b・c
750設計，製図
500制御室などの計器盤及び制御盤などの監視
300倉庫内の事務
150荷積み，荷降ろし，荷の移動など
750

執務空間
200制御室
200作業を伴う倉庫

共用空間

100倉庫
200電気室，空調機械室
200便所，洗面所
150階段
50屋内非常階段
100廊下，通路
100出入口



４．省エネ診断と取組み事例（照明）

・水銀灯では1/4の消費電力削減
・蛍光灯では1/2の 〃

27

LED照明への更新（省エネガイドライン「建設鉄工」p11）



４．省エネ診断と取組み事例（照明）
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照明ＬＥＤ化について

ＬＥＤ化の優先順位
・点灯時間の長いところから（24時間点灯or8時間点灯）
・消費電力の大きな照明から（水銀灯400W→蛍光灯40W×2）

球だけLED or 器具ごとLED
器具ごと球だけ

高価安価工事費用

必要
直管型では工事不要と工事必要がある
点灯等式、安定器種類、照明回路に
よっては安定器バイパスなど工事が必要

工事

対象対象外補助金

対象球が原因か、器具が原因か不明な場合
はメーカーでは対象外保証

出典：日本照明工業会HP

日本照明工業会では少し費用は掛りますが事
故の事を考慮すると器具丸ごと交換を推奨して
います



４．省エネ診断と取組み事例（照明）
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タスクアンビエント照明

出典：Panasonic  HP

●省エネ効果
タスク・アンビエント照明では、まずアンビエントとして必要な明るさを確保し、作業対象に対しては不足している照度
を作業対象近接から専用の照明設備により照明し、必要なところへ必要な量の光を効率的に照射するため省エネ
となります。また、離席者のタスクライトは消灯するなどの照明手法を採用することによって、更に省エネルギーが図
れます。

●留意点
タスクさえ明るければアンビエントは暗くしてもよいと考えられがちですが、視野内の明暗が大きすぎる場合、目は疲
労しやすく、心理的にも好ましくありません。また在室者の顔の見え方も大切です。

従来方式 タスク・アンビエント照明
平均照度 750LX 周囲照度 300LX

机上照度 750LX



４．省エネ診断と取組み事例（照明）
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人感センサーによる点灯制御

出典：パナソニック「かってにスイッチ仕様」

・センサー設定を確認し、点灯時間を適切に
（トイレの人感センサー保持時間が３分の実例があり、１分に変更を提案）

LED照明は電源の点灯は寿命に影響しません。こまめにOFFにすることで、
LEDチップや基板が熱を持つ時間を短くできるため、結果的に劣化スピード
を遅くさせることができます。短い時間でも、不使用時には必ず消すことで
節電にもつながります。

出展：アイリスオーヤマ HP



４．省エネ診断と取組み事例（照明）
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昼光センサーによる点灯制御

出典：Panasonic  HP

・補助金申請書での例
・執務室は窓側２列と廊下側１列で別々の昼光センサー
を設置



４．省エネ診断と取組み事例（照明）
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昼光センサーの効果
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４．省エネ診断と取組み事例（照明）
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自動点滅器による点灯制御

・看板、屋外照明など日没前より点灯
・タイマー設定により17時点灯固定
・季節によっては点灯が早すぎる

・LEDの場合は消費電力が小さいので省エネ効果も小さ
いが、水銀灯の場合は省エネ効果が大きい

・省エネ診断の事業所（ホテル）では、
費用10千円、1灯160Wあたり1,800円/年を削減



４．省エネ診断と取組み事例（空調）

3434

空調・換気（省エネガイドライン「眼鏡製造」p12～13、p9）

・アンケート調査結果より多くの事業所で実
施されていました

・給排気でダンパー制御している場合は、風
量制御はインバータ制御が有効です



４．省エネ診断と取組み事例（コンプレッサ）

3535

・製造業の工場では、コンプレッサの運転時
間が長いため、大きな省エネに繋がります

コンプレッサ（省エネガイドライン「眼鏡製造」p18・P21）
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４．省エネ診断と取組み事例（コンプレッサ）

・各工場の生産設備の圧空源として、レシプロ型コンプ
レッサを主に計13台設置し使用

・設置場所は1カ所で集中配置されているが、設置台数
が多く吐出圧もバラバラで運用しているため、余剰圧空量
も多くなり電力量も多くなる

・スクリュウ式インバ－タタイプのコンプレッサーに更新なら
びに台数を減らし集約化して、使用負荷に応じた台数制
御運転に改善することで電力量の低減を図る

※実施の際は、圧空配管を工場内にループさせて負荷変
動に影響しない設計施工を奨める。

エネルギー消費量
（1時間当たり）

機器仕様
(1台当た
り）

第1工場

第2工場

第3工場

小計 5 22.1

小計 4 22.4

13 61.1合計

3.7

4 16.6

3.7 1

小計

3.7 1 3.7
3.7
5.5 1 5.5

3.7

1

3.7

3.7

3.7 1 3.7

7.5 1 7.5

5.5

7.5 1 7.5

5.5 1

3.7

5.5 1 5.5

3.7

3.7
3.7 1 3.7
3.7 1

MEIJI　H-7
富士ｺﾝﾌﾟﾚｯｻ-　SH-5
MEIJI　H-5B

1

1

(　　　　　）休止中

日立　3.7P-9.5V6
(　　　　　）
(　　　　　）

(　　　　　）

(　　　　　）

MEIJI　DAP-75AK

MEIJI　N-10

東芝　SP-106-37T

アネスト岩田　SP-37B

台数

台 kWh

設置場所
機器名称
(型番)

kW

提案１　　（第1～3工場）高効率コンプレッサ－への更新ならびに集約化

■　試算条件

①コンプレッサー電力容量（現状） ： kW 機器一覧（圧空設備）より

②コンプレッサー電力容量（改善後） ： kW 7.5ｋW×6台（台数制御運転）

61.1

45.0

14.38.1 千円千円/年t-CO2/年kℓ

CO2削減量原油換算削減量

年

投資回収年数概算投資額削減額

13.58,000595



４．省エネ診断と取組み事例（コンプレッサ）

37

・エア漏れは放置せずに定期的に点検しましょう

コンプレッサ（省エネガイドライン「伝統産業」p19～20）
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エア漏れ調査

①省エネお助け隊省エネ診断を活用して実施できます

４．省エネ診断と取組み事例（コンプレッサ）



４．省エネ診断と取組み事例（コンプレッサ）

39

・エア配管のループ化、コンプレッサの台数制御
は費用はかかりますが効果的な対策です

コンプレッサ（省エネガイドライン「機械製造」p21）



４．省エネ診断と取組み事例（ボイラ）

40

・少ない投資で比較的大きな省エネ効果が得ら
れる対策です！

ボイラ（省エネガイドライン「染色撚糸」p10）



４．省エネ診断と取組み事例（ボイラ）

41

・LPGボイラへの更新の
メリット

1）CO2排出量の削減

２）ボイラ効率の向上

３）ボイラ効率低下がない

４）地下タンクメンテナンス不要

５）補助金で有利

※LPGタンク・供給装置が必要に
なり工事費は割高になる

ボイラ
提案８　　ガス焚高効率ボイラーに更新

千円/年 3,000 千円 3.0 年3.1 kℓ 19.7 t-CO2/年 1,007

投資額 投資回収年数原油換算削減量 CO2削減量 削減額

■　灯油

・ 灯油による蒸気の熱量

38,959[L/年]÷1000×34.5[GJ/kL]×87[％] ＝ 1,169[GJ/年]

・ 灯油の原油換算量

36.7[kL/年]

・ 灯油のCO2排出量

97.5[t-CO2/年]

■　LPG

・ LPGの使用量

1,169[GJ/年]÷97[％]÷46.4[GJ/t]×1000 ＝ 25,973[kg/年] ＝ 25.973[t/年]

・ LPGの料金

25,973[kg/年]×135.6[円/kg] ＝ 3,521,939[円/年]

・ LPGの熱量

25.973[t/年]×50.1[GJ/t] ＝ 1,301[GJ/年]

・ LPGの原油換算量

1,301[GJ/年]×0.02587[kL/GJ] ＝ 33.6[kL/年]

・ LPGのCO2排出量

25.973[t/年]×2.9943[t-CO2/t] ＝ 77.8[t-CO2/年]



４．省エネ診断と取組み事例（モーター）

42

・製造業の工場では、モーターの運転時間が長
いため、大きな省エネに繋がります

モーター（省エネガイドライン「眼鏡製造」p8～10）



４．省エネ診断と取組み事例（冷凍・冷蔵設備）

43

・ヒアリング調査では冷凍庫の設定温度
が低い事業者が多く見受けられました

・商品の品質管理に十分注意して設定温
度の見直しを実施しましょう

冷凍・冷蔵設備（省エネガイドライン「菓子製造」p17）



４．省エネ診断と取組み事例（厨房設備）

44

・換気は必要な時に！
せっかくの空調した空気を捨ててしまいます

厨房設備（省エネガイドライン「保育園・こども園・幼稚園」p19～20）



４．省エネ診断と取組み事例（断熱保温）

45

断熱保温（「染色撚糸」p9） 廃熱利用（「染色撚糸」p27）

・熱を逃さない工夫や、熱を回収し再利用する
ことは、大きな省エネに繋がります



４．省エネ診断と取組み事例（断熱保温）

46

温水タンクの温度計測
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・省エネ診断後に個別計測を実施
・タンクの水を蒸気注入によって加温しています
・工業用水の注水、蒸気バルブ電磁弁の作動によりタンク内水温が上下します
・毎日、操業終了後に満水にし、加温しておいて、翌日の操業開始後の昇温時間の短縮を図って
います
・タンク外側の保温によって温度降下分を緩和でき、省エネ（ボイラと稼働低減）に繋がります



４．省エネ診断と取組み事例（廃熱回収）

47

廃熱利用（「伝統産業」p14）



４．省エネ診断と取組み事例（生産設備）

48

プレス機の新旧設備の電力計測

・生産時に既存設備では、プレス時に16kW、インターバルで9～11kWの電力が必要です
・旧設備では、作業手順の改善等により、材料のセットや入替などインターバルの短縮化と、こま
めなON/OFFが必要です
・新設備ではサーボモータにより、プレス時に25kWの電力が必要であるものの、インターバルで
2～7kWであり、新設備ではインターバル時の待機電力が大きく削減されています（こまめな
ON/OFFは不要です）



４．省エネ診断と取組み事例（生産設備）

49

印刷機器の電力計測
・複数の印刷機の電力
計測

・印刷機本体、補機の
それぞれの消費電力を
計測

・待機時間の補機の消
費電力削減ができない
か検討
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（空白ページ）
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電力料金の仕組み（高圧） 契約電力を下げるには平準化
（ピークカット・ピークシフト）

契約電力＝当月を含む過去１年間の各月の最大
需要電力※のうち最も大きい値
（※使用した電力を30分毎に計量し、そのうち月
間で最も大きい値を最大需要電力（デマンド）と
いう）

出 典 ： E N E C H A N G E 株 式 会 社

夏期のピークカットのため、非常用発電機を使用す
る事業所もあります

４．省エネ診断と取組み事例（エネルギー管理）
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デマンドコントローラー・ＥＭＳ

デマンドコントローラーでデマンド設定値超過見込みの場合に、手動で空調等を停止するだけでは
なく、自動で予め決められた負荷の停止や段階制御を行うものがあります

他にもＥＭＳ（エネルギーマネジメントシステム）でもデマンド監視装置と同様の機能があります

北陸電気保安協会「デマンド監視サービス」

北陸電力「デマンドサポート」 日本テクノ「スマートクロック」

４．省エネ診断と取組み事例（エネルギー管理）
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見える化（データ取得）

・1ヵ月毎の請求書ではなく、詳細なデータによりエネルギー管理を行います
・北陸電力「見えーるサービス」（高圧契約）では電力契約毎の月別、時刻別（30分単位）の
電力使用量を把握できます
・30分ごとのご使用実績をCSV形式でダウンロードできるので、この電力使用量データをベースに
いろんな角度で分析しましょう

北陸電力「見えーるサービス」

４．省エネ診断と取組み事例（エネルギー管理）
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見える化の例（グラフ）

北陸電力「見エールサービス」

・月別、時刻別の電力使用量を変動要因を確認しましょう
・前年同月対比など、過去の実績と比較しましょう
・変動する要因（生産量や稼働時間、従業員数）で原単位管理しましょう
・電力〈kWh〉、石油類（kℓ）、ガス（㎥・t）では単位が違うので注意しましょう
→エネルギー種別が混在する場合は熱量換算（GJ）で表示します

４．省エネ診断と取組み事例（エネルギー管理）
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まずは見える化（エリア別・設備別）

・ＥＭＳでは、計測ポイントを設置することで、時刻別のエリア別や設備別の電力使用量が確認で
きます
・いつ、どこで、どれだけ、使っているか、どこで一番使っているかなど、省エネ対策のヒントが見えて
きます
・ＢＥＭＳの導入は補助金の対象です

パナソニック BEMS「Emanage」の画面

４．省エネ診断と取組み事例（エネルギー管理）
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エネルギー管理（原単位）
利用者 500人 1,500kWh → 3kWh/人
利用者 1,000人 2,000kWh → 2kWh/人

原単位の母数
工場 ：生産量、生産額、操業日数、従業員数など
事務所 ：稼働日数、従業員数など
商業施設 ：来店者数、売上、開店日数、開店時間など
その他施設：利用者数、開館時間など

・さまざまな数字で割ることで、違う角度からの評価が可能に

４．省エネ診断と取組み事例（エネルギー管理）



５．補助金を活用した設備更新
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補助金活用のメリット

○ 投資費用（イニシャル）の縮減、投資回収年数の短期化

○ 建築・設備更新計画の前倒しによるランニングコストの縮減

○ 最新機器導入による環境改善・生産性向上

○ 老朽化機器運転による不安を解消

○ 脱炭素経営による企業価値・イメージの向上

○ 投資費用（イニシャル）の縮減、投資回収年数の短期化

○ 建築・設備更新計画の前倒しによるランニングコストの縮減

○ 最新機器導入による環境改善・生産性向上

○ 老朽化機器運転による不安を解消

○ 脱炭素経営による企業価値・イメージの向上



５．補助金を活用した設備更新
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補助金活用の注意点

○ 補助金の目的は「背中を押すから早めに高効率機器への更新・省エネを！」です
（老朽化更新ではありません、本音は老朽化更新ですが・・・建前はCO2削減にための計画に基づく設備更新です）

○ 早めの相談・計画を、公募開始前から作戦を
（どっちの補助金が有利？、申請書類に時間を要する補助金多し）

○ 不採択になる可能性（予算の範囲内で採択が決定）

○ 煩雑な事務作業が発生 →補助金はタダでない（事業完了後も、数年は国・県への実績報告が必要）

○ 施工時期が限定され実質秋工事（採択前の発注は不可。事業完了日（＝支払日）1～2月末厳守）

○ 施工計画の変更が難しい

○ 工事費を一旦全額支払う必要がある（補助金交付は事業完了後3月）

○ 法定耐用年数の間は適切な管理が必要、無断で処分不可

○ 補助金の目的は「背中を押すから早めに高効率機器への更新・省エネを！」です
（老朽化更新ではありません、本音は老朽化更新ですが・・・建前はCO2削減にための計画に基づく設備更新です）

○ 早めの相談・計画を、公募開始前から作戦を
（どっちの補助金が有利？、申請書類に時間を要する補助金多し）

○ 不採択になる可能性（予算の範囲内で採択が決定）

○ 煩雑な事務作業が発生 →補助金はタダでない（事業完了後も、数年は国・県への実績報告が必要）

○ 施工時期が限定され実質秋工事（採択前の発注は不可。事業完了日（＝支払日）1～2月末厳守）

○ 施工計画の変更が難しい

○ 工事費を一旦全額支払う必要がある（補助金交付は事業完了後3月）

○ 法定耐用年数の間は適切な管理が必要、無断で処分不可



５．補助金を活用した設備更新
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補助金一覧表（表面：省エネ設備、建物新築・改修）



５．補助金を活用した設備更新
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補助金一覧表（裏面：再エネ、ＥＶ）



５．補助金を活用した設備更新
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経産省「省エネルギー投資促進・需要構造転換支援事業費補助金」
「省エネルギー投資促進支援事業費補助金」

R7
予算

300億円

300億円



５．補助金を活用した設備更新
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経産省「省エネルギー投資促進・需要構造転換支援事業費補助金」
「省エネルギー投資促進支援事業費補助金」

R7
予算

（Ⅲ）設備単位型の対象設備
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経産省「省エネルギー投資促進・需要構造転換支援事業費補助金」
「省エネルギー投資促進支援事業費補助金」

交
付
決
定（
採
択
）

R7
予算５．補助金を活用した設備更新
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経産省「省エネルギー投資促進・需要構造転換支援事業費補助金」
「省エネルギー投資促進支援事業費補助金」

（Ⅲ）設備単位型 R6一次公募採択結果 R6二次公募採択結果

〔ポイント 〕採択は総合評価（率・量・費用対効果）
お金がかかる割に省エネ量が少ないと厳しい（1千万円あた
り何KL削減？）

過年度で採択された平均を知っておくことで、自社の設備更
新が平均以上なのか、平均を下回るのかで採択の可能性
を判断する

単一設備だけではなく、他の設備更新を前倒し、抱き合わ
せにより、量を稼ぐ

自己負担額もあるため予算との相談

R6
参考

（Ⅲ）設備単位型 R7一次公募採択結果

５．補助金を活用した設備更新



５．補助金を活用した設備更新
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経産省「省エネルギー投資促進・需要構造転換支援事業費補助金」
「省エネルギー投資促進支援事業費補助金」

R7
予算

加点要素（R7年度公募要領）
ⅢⅡⅠ内容分類

●●●中小企業者等の省エネ事業
事業者
特性

－－●売上高に対するエネルギーコストの割合が10％以上のエネルギー集約型企業の事業

－－●年間エネルギー使用量が1,500KL未満の事業所であって中小企業者が実施する、中長期計画書の実効性を高め
る事業

●●●資源エネルギー庁「省エネ・地域パートナーシップ」のパートナー金融機関の支援を受けた事業（次ページ）

計画・
取組み

●●●中小企業等経営強化法に基づき認定を受けた「経営力向上計画」に記載された事業、または「経営革新計画」
の認定を受けた企業が実施する省エネ事業

－－●地域未来投資促進法に基づき、地域経済牽引事業計画の承認または目標を経産省に提出している企業が実施す
る省エネ事業

●－－（公財）全国中小企業振興機関協会の『パートナーシップ構築宣言』登録企業の省エネ事業
－－●複数事業者間の連携による省エネルギー事業

連携
－●●サプライチェーンの下流に位置する企業がサプライチェーン全体でのCO2排出削減にコミットし、かつ申請者

は当該サプライチェーンに入っていることが確認できる事業
－－●エネルギー転換を行うことで、省エネルギーに寄与する事業

省エネ

●●●ベンチマーク改善に資することが認められる事業（大企業除く）
－－●省エネ法定期報告書に基づく事業者クラス分け評価制度において、2年連続Ｓクラスの事業者

●●●

2021年度以降に省エネルギー診断を受けた省エネ事業
「エネルギー利用最適化診断事業及び情報提供事業（省エネセンター）」
「地域エネルギー利用最適化取組支援事業（省エネセンター）
「地域プラットフォーム構築事業（ふくエネ）」
「中小企業等に向けた省エネルギー診断拡充事業補助金（省エネセンター・北陸電力など）」
「地域エネルギー利用最適化・省エネルギー診断拡充事業（ふくエネ・省エネセンター・北陸電力など」

〔ポイント 〕
採択は総合評価（率・量・費用対効果）がメインだが、
採択可能性を高めるために加点要素も稼いでおく



５．補助金を活用した設備更新
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経産省「省エネルギー投資促進・需要構造転換支援事業費補助金」
「省エネルギー投資促進支援事業費補助金」

【参考】省エネ・地域パートナーシップ 【参考】経産省補助金での加点要素の確認書

R7
予算
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R7
予算先着順

環境省「業務用建築物の脱炭素改修加速化支援事業（脱炭素ビルリノベ事業）」

〔ポイント 〕
・複数年事業も可
・ZEB補助金との比較

５．補助金を活用した設備更新
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R7
予算先着順

観光庁「観光産業再生促進事業 」

５．補助金を活用した設備更新

事業再生アクションプランを
有している宿泊事業者

〔ポイント 〕
「事業再生アクションプラン」の策定

↓
補助金申請
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福井県「企業における省エネ設備等導入支援事業」

R7
予算先着順

〔ポイント 〕ふくい女性活躍推進企業の登録が必要
機器費1,800万円までなら

国補助金よりお奨め
単純LED化に使える貴重な補助金
コンプレッサや変圧器は対象外

・先着順
・補助率 機器費の1/2
・製造業、サービス業、小売業、旅館業、事業組合
などの中小企業等（「中小企業等経営強化法」第2条第1項に規
定するもの）

・上限600万円
・公募5/30～11/28予算消化終了
（R6は12月の3次公募まであった）

・R5：0.3億→R6：2.2億→R7：2.2億円
・国補助金との併用×

■補助対象
・空調
・給湯・ボイラ
・LED（既存照明に対し▲30％なら単純にLED更新もあり）

・生産設備

５．補助金を活用した設備更新
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福井県「医療機関・福祉施設における省エネ設備等導入支援事業」

〔ポイント 〕処分費まで対象の補助金は稀
省エネ計算不要
全工事費400万円までなら

国補助金よりお奨め
申請書は簡便

・先着順
・補助率 機器費＋工事費＋処分費の1/2
・医療施設、社会福祉施設限定

・上限200万円、下限20万円
・公募時期6/2～10/31

R6参考 4/8～7/31公募→10/31まで延期・終了

・R4：2.1億→R6：4.7億→R7：4.3億
・国補助金との併用×

■補助対象
・空調、給湯・ボイラ、LED
・冷凍・冷蔵設備、変圧器、断熱窓
※省エネ基準達成の機種
（省エネ基準がない場合は既存より省エネ）

R7
予算先着順５．補助金を活用した設備更新
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R7
予算

福井県 「企業の太陽光・蓄電池設備導入促進事業」
「住宅の太陽光・蓄電池設備導入促進事業」

〔ポイント 〕FIT売電不可
自家消費率30％以上、県内消費50％以上
太陽光パネル単独も可
住宅向けは市町を通じて公募

〔ポイント 〕100kWまで

先着順５．補助金を活用した設備更新
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福井県 「電気自動車用充電インフラ整備促進事業補助金」
「Ｖ２Ｈ充放電設備導入補助金」

R7
予算先着順５．補助金を活用した設備更新
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補助金活用に向けて
事業者様 相談窓口・コンサルタント事業者様 相談窓口・コンサルタント

〔ポイント 〕
・2～6月の設備更新補助金に向けて早々にスタートしましょう
☞早めの相談・計画により余裕をもった補助金申請の準備を

見積書があると、相談対応がスムーズ

■必要な情報
・資本金、従業員数、主な業種

→大企業か、中小企業か、業種が補助金の対象か
・工事時期 →補助金スケジュールに合うか
・機器費、工事費 →補助額試算
・既存機器型番・導入機器型番 →省エネ試算
・稼働時間 →省エネ試算
・事業所全体のエネルギー使用量 →省エネ試算
・決算状況※1
・経営資料提供の可否※2

※1決算状況について
・経産省：前決算期債務超過×
・環境省：直近2決算期連続純資産赤字×
（補助金は法定耐用年数を使うことを想定）

※2会社の財務諸表、登記情報、役員名簿等の経営資料を出すこ
とができるか
（たまに上記NGで補助金をあきらめる例あり）

見積書があると、相談対応がスムーズ

■必要な情報
・資本金、従業員数、主な業種

→大企業か、中小企業か、業種が補助金の対象か
・工事時期 →補助金スケジュールに合うか
・機器費、工事費 →補助額試算
・既存機器型番・導入機器型番 →省エネ試算
・稼働時間 →省エネ試算
・事業所全体のエネルギー使用量 →省エネ試算
・決算状況※1
・経営資料提供の可否※2

※1決算状況について
・経産省：前決算期債務超過×
・環境省：直近2決算期連続純資産赤字×
（補助金は法定耐用年数を使うことを想定）

※2会社の財務諸表、登記情報、役員名簿等の経営資料を出すこ
とができるか
（たまに上記NGで補助金をあきらめる例あり）

相談段階では、見積書も含めザックリで大丈夫です
検討が進むにつれて詳細な情報が必要になります
相談段階では、見積書も含めザックリで大丈夫です
検討が進むにつれて詳細な情報が必要になります

① 工事内容・範囲・時期の検討
（設備業者との相談）

② 見積書の依頼・取得
・交付決定額が上限→正確な見積でコボシなし、
あとで、〇〇を計上し忘れていたので増額して下さ
いは不可

・公募開始されてからでは他の補助金との比較がで
きない

③ 各種情報の提供

① 工事内容・範囲・時期の検討
（設備業者との相談）

② 見積書の依頼・取得
・交付決定額が上限→正確な見積でコボシなし、
あとで、〇〇を計上し忘れていたので増額して下さ
いは不可

・公募開始されてからでは他の補助金との比較がで
きない

③ 各種情報の提供

５．補助金を活用した設備更新
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採択の可能性
を高める「作戦」
が大切

採択の可能性
を高める「作戦」
が大切

〔補助金活用の留意ポイント 〕
・事業の規模
→下限値がある補助金もあります（経産省「設備単位型」

補助額下限30万円）が、やはり補助金を出す側も、ま
とまって大きな効果を生む事業を採択します

（R5補正経産省「設備単位」採択額:一次平均991万
円、二次平均631万円）

→エントリーできることと、採択されることは別物です（先着
順を除く）

→申請要件を超えていても、規模が小さい場合（率はあっ
ても量がない、費用対効果が劣る）は、不採択の可能性
が高いです

・事業の効果
→小規模の場合、得られる補助額に対しての申請や完了

書類の事務労力が釣り合わない場合があります
（例えば小規模な工場併設の事務所の場合、省エネ補助
金対象の最高スペックの業務用エアコンを入れるなら、大
手量販店でルームエアコン買ってきて付け替えた方が安いで
すよ、の場合もあり）

➃ 省エネ計算試算

・補助要件を見込めるか（▲30％など）
・必要に応じて個別計測実施

⑤ 補助金試算・選択

・どの補助金が有利か、得られる補助額は？
（得られる補助額・省エネ率・量・費用対効果）

・事業規模が小さければ、まずは県・市町村補助事業で検討
を始める（県・市町村へ昨年度の情報を基に情報収集を）

・事業規模が大きく、国補助金であれば①経産省Ⅰ工場・事業
場単位、②環境省SHIFT、③経産省Ⅲ設備単位の順で検討

・経産省であるなら、今年度中に加点要素になる項目に
対応できないか検討を始め、少しでも加点要素を稼ぐ（省エネ
診断の受診など）

・省エネ率・量を稼ぐ場合、予定している設備以外に、近年中に
更新予定の設備があるか

（例：空調・LEDの更新後に、変圧器をダウンサイジングし更新
見込みなど前倒しの可能性）

・場合によっては、国補助金と県・市町補助金を組合わせることも
考えられます

（採択されやすい県・市町補助金で目いっぱい使って、残りを国
補助金で申請する）

（同一設備に対し補助金の重複は×）

➃ 省エネ計算試算

・補助要件を見込めるか（▲30％など）
・必要に応じて個別計測実施

⑤ 補助金試算・選択

・どの補助金が有利か、得られる補助額は？
（得られる補助額・省エネ率・量・費用対効果）

・事業規模が小さければ、まずは県・市町村補助事業で検討
を始める（県・市町村へ昨年度の情報を基に情報収集を）

・事業規模が大きく、国補助金であれば①経産省Ⅰ工場・事業
場単位、②環境省SHIFT、③経産省Ⅲ設備単位の順で検討

・経産省であるなら、今年度中に加点要素になる項目に
対応できないか検討を始め、少しでも加点要素を稼ぐ（省エネ
診断の受診など）

・省エネ率・量を稼ぐ場合、予定している設備以外に、近年中に
更新予定の設備があるか

（例：空調・LEDの更新後に、変圧器をダウンサイジングし更新
見込みなど前倒しの可能性）

・場合によっては、国補助金と県・市町補助金を組合わせることも
考えられます

（採択されやすい県・市町補助金で目いっぱい使って、残りを国
補助金で申請する）

（同一設備に対し補助金の重複は×）

ここまでがふくエネの相談対応・アドバイス
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⑥ 補助金申請準備

・見積書の体裁について設備業者への依頼や、既存機
器の写真撮影など、必要な準備を進めます

⑧ 補助金申請

・公募要領に基づき申請書を提出

⑥ 補助金申請準備

・見積書の体裁について設備業者への依頼や、既存機
器の写真撮影など、必要な準備を進めます

⑧ 補助金申請

・公募要領に基づき申請書を提出

⑦ 申請に必要な資料・書類の収集・提供

・補助金によっては登記書類など、必要な書類は様々

⑦ 申請に必要な資料・書類の収集・提供

・補助金によっては登記書類など、必要な書類は様々

〔ポイント 〕
・コンサルタントは補助金の予算や公募情報は、常にアンテナを張っています
・早めの相談いただければ、補助金の選択肢が増えますし、設備業者との工事スケジュール調整も余裕が出ます
・「○○したいけど、何か補助金ないか？」の問合せから始めましょう

⑩ 補助金スケジュールに沿った工事の実施と各種対応

・事業者とコンサルタントの役割分担（次ページ参照）

⑩ 補助金スケジュールに沿った工事の実施と各種対応

・事業者とコンサルタントの役割分担（次ページ参照）

⑨ 補助金採択・交付決定⑨ 補助金採択・交付決定
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補助金申請から完了までの流れ

国
・
補
助
金
執
行
団
体
・
県
な
ど

事
業
者

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
メ
ー
カ
ー
等

④申請業務依頼・資料提供

⑤申請書作成⑥申請書提出
（代行）

⑦採択通知

⑫補助事業完了報告（代行）

⑬補助金振込 ⑭申請費振込

※ 赤字がコンサルタント等の作業となります。

工
事
業
者

⑩書類
やり取り

①説明

⑧契約

⑪支払

⑨施工

⑮実績報告（代行）経産省1年・環境省3年

②資料提供

③補助金試算

ふくエネ
相談対応
・アドバイス
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福井県 「中小企業スマート省エネ促進事業」

６．福井県の省エネ取組みへの支援施策

施策
２ 省エネアドバイザー

の派遣

施策
３ ＣＯ２排出量の

算定支援

・省エネや脱炭素への取組
みに関する相談に応対し
ます。

・窓口時間は、平日8：30
～17：00となります。

・専門家（省エネアドバイ
ザー）が事業所に出向き、
省エネやエネルギー使用
の効率化について実践的
な提案・助言を行います。

施策
１

相談窓口の設置

福井県の３つの支援！

・過去1年間の電気やガス他
の使用状況を伺いＣＯ２排
出量の算定支援を行います。

・その結果を基に、排出量の
推移や特徴、改善に向けた
助言を行います。
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福井県 「中小企業スマート省エネ促進事業」

６．福井県の省エネ取組みへの支援施策



７．まとめ（省エネ実践～みんなで取組みを～）
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経営者のリーダーシップ 適切な目標設定

みんなでやる 見える化→「見せる化」
・省エネは担当者・現場任せではなく、従業員全員が自分
事としてみんなで取組むことが大切
・見える化から「見せる化」により、全員が事業所のエネル
ギー使用状況を把握できるようにする
・みんなが意識し行動が変わるように
・省エネの取組み結果も数字（金額）の「見せる化」で公
開し、目標に向けた進捗を共有を
・経営者は「アメ」と「ムチ」で頑張った評価を
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省エネへの取組みのポイント

省エネは我慢ではなく、もったいないを減らすこと、無理は続かない

できることから始める

みんなで取組む、担当者任せにしない

経営者のリーダーシップが大切、現場任せにしない

効果を実感すること、データを分析して「見せる化」する

アメとムチ、頑張った評価を

７．まとめ（省エネ実践～みんなで取組みを～）
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困ったときは「ふくエネ」にご相談ください

ふくエネの支援
①省エネ相談

省エネだけではなく、
再エネも含めエネルギー分野なら何でも

②省エネ診断

③取組み支援

④補助金相談・支援
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福井県のゼロカーボンの達成に向けて
をみんなで取組みましょう

ご清聴ありがとうございました。

問合せ先
（一社）ふくいエネルギーマネジメント協会 高田
福井市大手3丁目1番13号
電話 ：0776-50-2808 ＦＡＸ：0776-31-2900
Mail ：support@fema-fukuene.com


